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１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

 ①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：有 

    税金費用については法定実効税率をベースとし計算しております。 

 ②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：無 

 ③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：無 
 
 

２．平成 17 年３月期第３四半期財務･業績の概況（平成 16 年４月１日 ～ 平成 16 年 12 月 31 日） 

(１)経営成績(連結)の進捗状況                           （百万円未満切捨て） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期(当期)純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

17 年３月期第３四半期 8,162 1.2 1,074 15.6 1,054 16.4 590 24.9

16 年３月期第３四半期 8,066 － 929 － 905 － 472 －

（参考）16 年３月期 10,157 606 571  371

 

 
１株当たり四半期

(当期)純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 

(当期)純利益 

 円  銭 円  銭 

17 年３月期第３四半期 89.56 － － 

16 年３月期第３四半期 71.68 － － 

（参考）16 年３月期 53.28 － － 

(注)①売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率 

  ②期中平均株式数(連結) 

   当第３四半期 6,591,438 株  前年同四半期 6,593,389 株  16 年３月期 6,593,134 株 

 

[経営成績(連結)の進捗状況に関する定性的情報等] 

 当教育業界におきましては、完全学校週５日制の下、各学校が「特色ある教育」を展開し、子どもたちに「生

きる力」を身に付けさせることが求められる中、学習指導要領のねらいをより一層実現させるため、一部改正

がなされた学習指導要領が、本年度(平成 16 年度)より学校現場で反映されています。学校現場では、基礎的・

基本的な内容の確実な定着に必要な時間を確保するために、二学期制を導入する学校や、学力の定着度合いを

見取るための学力テストを実施する学校も増えるなど、多様な取り組みの傾向がみられるようになりました。 

 このような中で、当社グループの売上高は、各地で実施されつつある二学期制の導入に合わせた上下刊物の

テスト・ドリルが好調でありました。また、教科書に単元題材指定がなくなり採用が減少傾向にあった家庭科

布教材については、減少に歯止めがかかり主力の家庭科関連の売上を確保することができました。この結果、

当第３四半期の売上高は、前第３四半期に比較して 96 百万円増加(前年同期比 1.2％増)して 8,162 百万円とな

りました。 

 損益面につきましては、売上高の増加及び役員退職慰労引当金繰入額など販売管理費が減少し、前第３四半

期に比較して、経常利益は 148 百万円増加(前年同期比 16.4％増)して 1,054 百万円、四半期純利益は 117 百万

円増加(前年同期比 24.9％増)して 590 百万円となりました。 
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(２)財政状態(連結)の変動状況                           （百万円未満切捨て） 

 総資産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本

 百万円 百万円 ％ 円  銭 

17 年３月期第３四半期 14,570 10,478 71.9 1,589.99 

16 年３月期第３四半期 14,507 10,058 69.3 1,525.76 

（参考）16 年３月期 14,439 9,976 69.1 1,510.44 

(注)期末発行済株式数(連結) 

  当第３四半期 6,590,487 株  前年同四半期 6,592,487 株  16 年３月期 6,591,987 株 

 

[財政状態(連結)の変動状況に関する定性的情報等] 
 当第３四半期の財政状態は、前連結会計年度末と比較して、総資産は 130 百万円増加して 14,570 百万円、株

主資本は 501 百万円増加して 10,478 百万円となりました。 

 資産の増加要因は、たな卸資産の減少 516 百万円があったものの、現金及び預金の増加 244 百万円、受取手形

及び売掛金の増加 375 百万円等によるものであります。 

 また、資本の増加要因は、利益剰余金 520 百万円の増加等によるものであります。 

 

 

３．平成 17 年３月期の連結業績予想（平成 16 年４月１日 ～ 平成 17 年３月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 

 

通       期 10,300 650 340 

(参考)1 株当たり予想当期純利益（通期）48 円 54 銭 

 

※ 業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

[連結業績予想に関する定性的情報等] 

 業績予想につきましては平成 16 年 11 月 24 日公表の数値を修正しておりません。 

 

 

 

 

 


